fe- 舌 

メ 一一 11 口 

寒い 風に 黄ばんだ 木の葉が ばらばらと 散って いた。 

けんもつ 

斗賀 野の 方から 山 坂 を 越えて 来た 山内監 物の 一 行 は、 

未明からの 山稼ぎに 疲労し 切って いた。 一行 は 六 七 人 

であった。 その 中には ニ疋の 犬が 長い 舌 を 出し 出し 

交って いた。 路の 右手に 夕陽 を 浴びた 寺の 草屋根が 見 

えて 来た。 

「あすこに 寺が あつたかな あ」 と、 監物は 銃 を 左の 肩 

に 置き かえて 云った。 

「ありました。 あれ は 清 龍 寺の 末寺で 積善 寺と いい ま 



てし ま つ た。 

「明 リを、 明リ を、 早く、 明り を」 

監物 はそう 云いながら も 刀 を 正眼に かまえて 少しも 

油断し なかった。 人の 龃け 歩く 跫音 がして 小 門の 戸 を 

がたがた 云わせながら、 手燭 を 持った 男の 顔が 現れた。 

「旦那 様」 

監物は 手許の 光に 眼 を 止めた。 

「甚六 か、 此処 だ、 怪物 を 仕留めた」 

HIT は 手燭 を 高く あげながら 監 物の 傍へ 寄って 来た。 

監物は 刀 を 隻手に 持ち 代えて それで 指し示した。 不動 

の 木像 を 乗せた 台が 倒れて 木像の みは 依然として 立つ 
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